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ＥＩＬＳの活用 
問題実施編 ver４（R８.4.3改訂） 

愛媛県総合教育センター 

目  次 

① 記述式でＡＩ採点        P1～P3 

② 配点の設定           P4 

③ 問題の確認                     P5 

④ コンテンツバンク投稿           P6 

⑤ 問題のエクスポート・インポート P7 

⑥ コンテンツバンクから問題追加  P8～P18 

１ コンテンツバンク(ＣＢ)の種類を知ろう 

 

２ コンテンツバンクから問題を追加してみよう 

 

３ 問題の追加ができたテストの属性編集をしよう 

 

４ 児童生徒が受験できるように設定しよう 

 

５ テスト終了後に答案返却をしよう 

 

６ 児童生徒のテスト結果をエクスポートしよう 
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「大問を追加」をクリックする。 

概要に文字を入力する場合  「概要を編集」をクリック ⇒ 文字を入力 ⇒ 「概要を保存」をクリック 

その後、「編集」をクリックする。 

大問題文に「次の問題に答えましょう。」と 

入力する。 

「小問を追加」をクリックする。 

小問のタイトルに 

「四大文明がおこった地域には、どのような共通点があったか【気候・大河】の

二つの言葉を必ず使って説明しましょう。」  と入力する。 
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「解答」をクリックする。 

「記述式」を選択する。 

「スペースの有無を同一視」 

を選択する。  

模範解答を入力する。 

 

「気候が温暖で、農耕や牧畜に

適した大河の流域に発生し

た。」と入力する。 

⇒AI採点設定 

採点画面で、そのキーワードを

強調表示することができる。 

 

キーワードを複数設定する場合

は、改行して入力する。 

自動採点 「する」を選択する。 

正答例を入力しておくことで、 

「その正答例と解答の内容がど

のくらい近いか」をAIで分析し、

100を上限とする評価値を出す。 

 

100 に近いほど解答が正答例に

似ていることになる。 

解答欄に 

「気候が温暖で、農耕や牧畜に適した大河の流域に発生した。」 

と入力する。 

「一覧に戻る」をクリックする。 

「保存」をクリックする。 
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 「記述式でＡＩ採点」の問題を設定した場合の採点の仕方 

 

   「テスト一覧」もしくは、「宿題・課題一覧」から該当の問題の「実施管理」を選択する。 

 

 

 

   児童生徒の「状態」が「受験済」になっているか確認する。なっていない場合は、「受験済」にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒が「受験済」になっていたら、 

右上の「設問採点」をクリックする。 

採点したい設問

を選択する。 

ＫＷ数や評価値が示されているので、「正誤」で○×を付けて採点する。部分点を与えたい場合

には、「得点」のところに直接得点を入力する。（※ＫＷ数：キーワード数） 

 

記述問題に関しては、テスト作成者が「設問採点」から採点をする必要がある。 
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「配点編集」をクリックする。 

Ⅰ 配点を入れたい設問番号にチェックを入れる。 

選択した問題を一括で設定する場合 

配点設定の流れ 

Ⅰ 設問番号のチェック 

Ⅱ 観点の選択 

Ⅲ 配点の選択 

Ⅳ 保存 

Ⅲ 配点を選択する。 

Ⅱ 観点を選択する。 

Ⅳ 保存をクリックする。 

一問ずつ個別に設定することもできる 
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作成した問題や模範解答がどのように表示されるか、確認することが

できます。 

     をクリックして、「問題確認」を選ぶ。 

終了する際は     をクリックして、「終了する」を選ぶ。 

解答を確認する際は     をクリックして、「解答確認」を選ぶ。 

解答確認 正誤や模範解答の記述に誤りがないかを確認できる。 
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概要 

県のコンテンツバンクへの投稿機能について 

① 自作の問題をコンテンツバンクに投稿 

② 県教育委員会が問題を確認 

③ 県内の学校で使用可能に（問題の利用や改変ができる） 

コンテンツバンクに投稿したい問題に☑を入れる。 

一番上を選択すると、すべての問題がチェックされる。 

概要： 概要を入力します。単元や問題内容を入力することで検索しやす
くなります。（例：話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと） 

投稿先：学校投稿フォルダ内に新たにフォルダを作成するか、 
既存のものに追加するか選択します。 

（これは、学校内の領域に作成されます。） 

投稿フォルダ名：投稿したいフォルダを入力または選択します。 

学年：コンテンツの学年を選択します。 

教科・科目：コンテンツの教科・科目を選択します。 

コンテンツ名：コンテンツバンクに記載される、コンテンツの名称を入力
します。（例：●年 教科 ●●テスト 単元名） 

コメント：投稿する際、コメントを付加できます。 
「投稿者氏名」 
「著作権に懸念があるか、どの設問か」を記載してください。 入力したらクリックする。 

内容に同意して

☑を入れる。 

クリックする。 

     をクリックする。 
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大問をエクスポート（出力）したいとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問をインポート（取込）したいとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テスト」「宿題・課題」で、作成した大問を
エクスポート（出力）、インポート（取込）が
できます。 
⇒ 学校を異動する際に、データの持ち 
運びができます。 

エクスポートしたい大問に☑をいれる 
     をクリックする。 

               をクリックする。 

クリックしてインポートしたい「.eqm」ファイルを選択する。 
ファイルを選択したら、 

「アップロード」をクリックする。 

クリックする。 

ダウンロードフォルダに

「.eqm」形式のファイルが

保存される 
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コンテンツバンクから問題を追加する方法は２つある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テストか宿題・課題をクリックする。 

コンテンツバンク（CB）の種類を知ろう  【R８.３月現在】 

 主なコンテンツ  

Aデジタルコンテンツ 

    ヒント機能付きの問題が掲載 

    課題・宿題に活用できる 

 

B中学用・小学用コンテンツ 

    えひめ学びの森に掲載されている問題 

    （基礎力強化シート、応用力強化シート等） 

 

C投稿コンテンツ 

    算数科、数学科の問題のみ（R7.5現在） 

    （教育課程の課題等で作成された問題） 

 

D愛媛新聞社 eスタ学習帳 

    愛媛新聞社が作成・提供している地域素材 

をテーマとした読解力問題 

    （2025年４月以降の問題は全て自動採点が可能) 

 

E高等学校 投稿コンテンツ 

    ＣＵⅡの講座で作成した問題 

コンテンツバンクから問題を追加してみよう 

① ② 

１ 

２ 

Aデジタルコンテンツ 
のヒント機能付き問題を 
入れたい場合 

バージョンにより表示が異なることが 

あります。御了承ください。 
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「＋新規追加」をクリックする。 ① の方法で問題追加 

「小テスト」が選択されてい
ることを確認する。 

学年を選択する。 

教科・科目を選択する。 

テスト名を入力する。 

児童・生徒に試験時間を知
らせたい場合は入力する。 

点数を付ける場合は、配点 
「あり」を選択する。 

「する」を選択すると、
解答終了後、すぐに返却
される。 
教師の希望するタイミン
グで、一斉に返却したい
場合は「しない」を選択
する。 

新規作成したテスト名の「問題編集」をクリックする。 

「作成」をクリックする。 
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「問題編集」をクリックする。 

「↓CBから追加」をクリックする。 

作成したい項目をクリックする。 

学年や教科・科目を選択する。（「すべて」を選択してもよい。） 

追加したいコンテンツ名を選択する。（複数選択できる。） 

「選択した問題を追加する」をクリックする。 
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コンテンツバンクからの問題追加と配点設定が完了 

「OK」をクリックする。 

「配点編集」をクリックする。 

すべての問題を一括して設定する場合は、一番上のチェック欄に✔を入れる。 

観点や配点を入力する。 
「保存」をクリックする。 

一問ずつ観点と配点を

入力することもできる。 
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  ヒント機能（アダプティブ機能）の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテンツバンクからの追加が完了 

「↓ＣＢから追加」をクリックする。 

追加したい「Aデジタルコンテンツ」をクリックする。 

学年や教科・科目を選択する。（「すべて」を選択してもよい。） 

② の方法で問題追加 

追加したいコンテンツ名を選択する。 
（１つしか選択できない。） 「選択したコンテンツを流用する」を 

クリックする。 

「学年」「教科・科目」を入力する。「テスト名」は変更できる。 

「作成」をクリックする。 
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さらに、追加する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテンツバンクから新たな問題の追加が完了 

！！ 注意 ！！ 
「A デジタルコンテンツ」の問題を追加したテストに、コンテンツバンクにある新たな
問題を追加したい場合は、ヒント機能付きの問題しか追加することができない。 

「↓ＣＢから追加」をクリックする。 

追加したいコンテンツ名を選択する。（複数選択することができる。） 

「選択した問題を追加する」をクリックする。 

追加したいテストを選択し、「問題編集」をクリックする。 

「OK」をクリックする。 
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児童生徒に追加したテストを受験させるための設定をする。 

問題の追加をしたテストを選択して、「属性編集」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の追加ができたテストの属性編集をしよう 

答案を自動返却「する」「しない」の選択をする。 
   「する」を選択すると……児童生徒が解答終了した時点ですぐに返却される。 
   「しない」を選択すると…教員が「答案返却」の操作をすると返却される。 

「受験可能にする」を選択する。 

３ 

！！ 注意 ！！ 
定期テストや評価に関わるテストの場合は、自動返却「しない」を選択する。 
朝学習等での小テストの場合は、自動返却「する」を選択する。 
 
自動返却「しない」を設定した場合は、テスト終了後に一括操作で「答案返却」するこ
とができる。（P17に記載） 
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テスト一覧から、実施するテストの「実施管理」クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒が受験できるように設定しよう 

「実施管理」をクリックする。 

「＋受験者追加」をクリックする。 

４ 
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クラス 
 該当学年のクラスを選択する。 

開始予定日時 
 開始の日と時間を選択し 
 ✔ をクリックする。 

終了予定日時 
 終了の日と時間を選択し 
 ✔ をクリックする。 

「追加」をクリックする。 

「OK」をクリックする。 



- 17 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト終了後に答案返却をしよう（自動返却を「しない」を設定していた場合） 

「実施管理」をクリックする。 

返却する児童生徒に ✔ を入れる。 

全選択する際は、一番上に ✔ を入れる。 

返却する全員が「採点済」になっていることを確認する。 

一括操作の     をクリックして 

「答案返却する」をクリックする。 

！！ 注意 ！！ 
返却するために ✔ を入れた児童生徒の全員が「採点済」になっていないと、「答案返却」を
選択することができない。（「割当済」「欠席」の児童生徒が入っていると返却できない。） 
 
以下のどちらかの方法で返却できるようにする。 
 
○ ✔を入れた児童生徒が「採点済」になっていない場合には、「削除する（除外）」か「受験
済に（強制終了）する」にする。 

○「割当済」「欠席」の児童生徒だけ ✔ をはずす。 

５ 
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児童生徒のテスト結果をエクスポートしよう 

「集計分析」をクリックする。 

「成績データ」をクリックする。 

ダウンロードフォルダの中に、 
成績データがエクセル形式で 
保存される。 

合計得点と観点別の得点が表示される。大問別・設問別の得点も表示される。 

６ 


